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はじめに 

 

日本は、気象や地理的な条件により、地震や台風などの自然災害が発生しやすく、「災

害大国」ともいわれます。平成７年の阪神・淡路大震災以降も毎年のように各地で地震

が相次ぎ、平成２３年には未曽有の東日本大震災が発生しました。今世紀前半には「東

南海・南海地震」が発生する可能性が高く、しかも東海地震などとあわせて、３つ以上

の地震が連動して発生する南海トラフ巨大地震の危険性も指摘されています。 

 

阪神・淡路大震災は、「自分の命を自分で守る」「地域のみんなで助け合う」という自

助・共助の大切さを明らかにしました。行政機関による支援（公助）が十分に届かない

状況の中で、住民同士が助け合い、倒壊家屋の下敷きになったり閉じ込められた多くの

人々が救出されました。生還した人の実に９８％が家族や隣人・知人などに助け出され

たと言われています。 

 

また、昨年 11 月に発生した最大震度 6弱の長野県北部地震において、白馬村堀之内

地区では 23 戸が全壊、多くの人が生き埋めになる等大きい被害を受けましたが、最終

的には一人の死者も出ませんでした。それは、日頃からどの家にどんな人が住んでいる

のかが分かるように助け合いの仕組みを作り、コミュニケーションを密にしていたから

だと言われており、ひとえに日々の防災に対する心構えが生んだ賜物でした。 

 

大阪市では今年度、南海トラフ巨大地震の被害想定見直しに伴い、「大阪市地域防災

計画」の修正や「大阪市防災・減災条例」の施行など、市全体の防災・減災に向けた計

画や取組の整備を進めています。 

 

こうした中、東成区では災害をめぐる状況の変化をふまえ、防災対策を一層充実させ

るために、平成２５年５月に作成した「東成区防災プラン」を改訂いたしました。今後

も区民の皆さんからのご意見をいただきながら充実させ、東成区における自助・共助・

公助のネットワークをより確固たるものにしていきます。 

 

平成２７年３月 

 

東成区役所 
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